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日本語の複合動詞｢～こむ｣類と中国語の複合動詞``一週/入''類との対照研究
-認知意味論からのアプローチー
王　　秀　英
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要　旨
本稿は､日本語の複合動詞｢～こむ｣類と中国語の複合動詞(動補式) ``一週/入''を
対象として､認知意味論の理論に基づき､主にコーパスと辞書から検索したデータ
を利用して､それぞれの意義拡張のプロセス､意味合いの特徴を明らかにすること
を目的とする｡結果として､日本語の複合動詞｢～こむ｣類と,中国語の動補式``一連
/入"類それぞれの持つ各意味間の関連性と意味拡張のプロセス､意味拡張の方法
が明らかになった｡
1,はじめに
日本語の複合動詞は日常生活の中でも使用率が高い語彙である｡しかし､同じ複合
動詞が異なったいろいろな意味を持つという現象も少なくなく､複合動詞の意味を
体系的に捉えるのは難しい｡
認知意味論では､ある単語がいくつかの意味を持つこと､即ち意味の拡張には人間
の身体的経験が背景になっており､また基本義と拡張義との間には関連性があると
考える｡
認知意味論のメタファー､メトニミ-､シネクドキーの3つの比喩を用いれば､一つ
の語の持つ異なる意味同士の関連性を明らかにすることが可能であり､山梨(2000:
139-140)でも､日常言語の概念構造は､外部世界の知覚､経験を基盤とする様々な
イメージ･スキーマによって動機付けられており､我々は､空間認知､運動感覚等に関
わる具体的な経験を通して外部世界を意味づけしていて､状況によって具体的なイ
メージ･スキーマを拡張し､この拡張されたイメージ･スキーマを介してより抽象的
な対象を理解できる､と指摘されている｡
そこで､本稿では､認知意味論の観点(3つの比喩とイメージ･スキーマ)に基づい
て､複合動詞｢～こむ｣の意味合いと基本義から拡張義までの拡張プロセスについて
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分析し､日本語の｢～こむ｣類の複合動詞とそれに対応する中国語の動補式``一連/入"
の異同点を明らかにする｡
2.先行研究および問題点
姫野(1999)は日本語複合動詞｢～こむ｣の用法を大きく内部移動と程度進行に二分
類している｡内部移動を表す表現は｢移動先の領域が有する形態の特徴｣によって｢閉
じた空間､固体､流動体､集合体または組織体､動く取り囲み体､自己の内部､その他｣
の7つに分けられ､程度進行を表す表現は｢前項動詞の意味特徴｣によって｢固着化､濃
密化､累積化｣の3つに分けられるとしている｡
中村(1998)は複合動詞の前項と後項の関係や各項の役割から､複合動詞を性質の
異なったいくつかの型に分けて､それぞれの型ごとに多様な表現領域が存在するこ
とを指摘している｡言語認知の立場から複合動詞｢～こむ｣の前項動詞の特徴を詳し
く分析し､後項動詞との結合の特性について考察している｡　,
松田(2004)は認知意味論の観点から日本語複合動詞｢一こむ｣が有するスキーマ的
な意味をコア図式を用いて(学習者が理解しやすい一つのモデルで)捉えようとして
いる｡前項動詞に｢内部への位置的移動｣の意味を含むかどうか､及び､助詞｢に｣に接
続するかどうかの二つの基準によって複合動詞｢～こむ｣を4つのタイプに分類して
いる｡
邦(2007)は日本語の複合動詞｢～こむ｣には姫野(1999)が指摘した2種類のほか､
｢ずっと､絶えず｣の含意もあると指摘している｡
金(2009)は日本語の複合動詞｢～こむ｣と中国語の``一連''を比較して､中国語の"～
連''は､｢内部移動｣という意味しか持たないが､日本語の｢～こむ｣は｢移動した後の位
置に入って､なかなかその中から出てこない｣という意味のほか､主体或いは客体が
物理的移動をした後の状態をも表すことができると述べた｡また､それぞれの構文的
特徴についてもまとめている｡
金(2010)は｢私たちが有する概念構造は身体性を反映するものである｣という認知
言語学の基本理論に基づき､日本語複合動詞｢～こむ｣と関わっている身体的･経験的
動機付けを3つの側面から検討している｡図式を用いることによって､内部移動のほ
かに､反復の意味にも解釈できる中間段階を経て､反復の意味を有する新しい構文ス
キーマが抽出できるようになることを示している｡また､反復の意味を表す｢～こむ｣
において､前項動詞は､学習やトレーニングのようなドメインを持つ表現に限られる
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傾向が強いと指摘している｡
陸(2012)は｢程度進行｣の意味を持つ｢～こむ｣をカテゴリカルな意味や構文構造に
より､自他合わせて11のグループに分けた上で､前項動詞の意味特徴､構文構造､例文
内で共起する名詞や副詞の意味特徴について､グループ間での比較を行っている｡
以上､先行研究を概観したが､先行研究においては､複合動詞｢～こむ｣に含まれる
すべての意義を分析しているが､各意味間の関連性､基本義から拡張義までの発展プ
ロセスについては､まだ充分に明らかにされていないのが現状である｡
3.認知意味論について
どのような言語においても､二つ以上の意味を持つ語が数多く存在する｡社会の発
展にしたがって､言語が際限なく増えていく中で､言語の豊かさを保つとともに､言
語使用者の記憶の負担が大きくならないように､既存の言葉を新しい事物や考え方
にも用いることになる｡語義の拡大はその一種であると言えよう｡
言語学習者が､二つ以上の意味を持つ語の意味体系､特に抽象的意味を捉えるにあ
たっては､山梨(2000:7)によって､言語現象の背後にある感覚的な経験､外部世界と
の相互作用に根ざす身体的な経験と関連づければ理解が得られやすいである｡身体
化の立場をとる認知意味論の考え方を利用すれば､それぞれの語の基本義と拡張義
の間の関連性､基本義から拡張義までの発展プロセスについて､感覚的に捉えること
ができると考えられる｡
本稿では､日本における佐藤(1992)らのレトリック研究の成果(メトニミ-の概念
を大きく拡張して､接触や部分などの隣接性だけでなく､隣接性は広く理由や因果
関係などとしてもよい)を踏まえ､意義拡張のプロセスとしてメタファー､シネタド
キー､メトニミ-という3つの比喩とイメージ･スキーマを用いて､松本(2003)の3つ
の比喩の定義に基づき､日本語の｢一こむ｣類の複合動詞と中国語の動補式``一連/入'′
を一例として取り上げ分析する｡
3- 1 ,松本(2003)における比喩の定義
A.メタファー:二つの事物･概念の何らかの類似性に基づいて､一方の事物･概念
を表す形式を用いて､他方の事物･概念を表す比喩｡
(例)正月休みに食べ過ぎて､Z王になってしまった｡
｢ブタ｣の太っている(と一般に思われている)体型一文を発した人の体型
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B.シネクドキー:より一般的な意味を持つ形式を用いて､より特殊な意味を表す､
或いは逆により特殊な意味を持つ形式を用いてより一般的な意味を表す比喩｡
(例)埜見　　　｢花｣-｢サクラ｣(一般的なもの一特殊なもの)
人は]上之のみにて生きるにあらず｡　｢パン｣-｢食べるもの一般｣(特殊な
もの一一般的なもの)
C.メトニミ-:二つの事物の外界における隣接性､さらに広く二つの事物･概念の
思考内､概念上の関連性に基づいて､一方の事物･概念を表す形式を用いて､他方の事
物･概念を表す比喩｡
(例)遊星を片付ける｡　｢部屋｣-｢部屋の中にある何らかのもの｣
基盤を消す｡　　｢黒板｣ - ｢黒板に書かれた文字など｣
3-2.イメージ･スキーマ
辻幸夫(2003:70､135)はイメージスキーマについて､｢身体が世界と出会うことか
ら直接的に立ち現れてくる知識構造として､イメージ･スキーマがある｡イメージ･ス
キーマには〈上/下) 〈前/徳) 〈内/外) 〈中心/周縁) 〈部分/全体)〈容器)〈連結) 〈起点/経
路/終点)などがある｡イメージスキーマ(image-schema)は､｢イメージ図式｣とも
呼ばれ､知覚や運動(物の動き)のパタンが反復的に経験されることを通じて抽象化
され､形成される前言語的な表象である｡身体性を基礎に持つところが特徴的で､①
前言語的なレベルで設定されること､②生得的なものがある一方､運動･身体的に繰
り返される経験から形成されること､③物理的な事象だけでなく抽象的な事象を把
握するための基本ツー)レになること､に特徴がある｣と記述している｡また､Johnson
(1987:29)は､｢イメージ･スキーマとは､私たちの行動､知覚､概念の中に繰り返し現
れるパターンや形､規則性のことである｣と述べている｡
4,今回の研究対象
日本語の複合動詞｢～こむ｣は中国語に訳す際､通常は動補式(複合動詞)``一逝/入''
に訳される場合が多いが､先行研究で指摘されている｢内部移動｣､｢程度進行｣､｢ずっ
と､絶えず｣､｢反復｣という意味のみでは､複合動詞｢～こむ｣の全体の意味を十分に捉
え切れていないと考えられる｡また､同じ語形の複合動詞が持つ異なる意義同士の関
連性も明らかにされていない｡
辞書においては､日本語の｢～こむ｣類の複合動詞と中国語の動補式"一連/入''につ
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いて､次のように記述されている｡(なお､本稿では現代語を対象とし､古典語につい
ての記述はここでは含めない)
(1)日本語の複合動詞｢～こむ｣
動詞の連用形に付けて用いる｡
①(自動詞に付けて)あるものの中に入る｡｢上がりこむ｣､｢溶けこむ｣､｢吹きこむ｣､
｢逃げこむ｣など｡
②十分にする｡過度にする｡また､長く続ける｡｢走りこむ｣､｢老けこむ｣､｢煮こむ｣､
｢寝込む｣など｡
③心がとざされ､他を受け付けない状態でする｡｢考えこむ｣､｢沈みこむ｣､｢塞ぎこ
む｣など｡　　　　　　　　　　　　　　　　　(『日本国語大辞典』第二版)
(2)中国語の動補式"一連''と``一入''
･``一連''
動詞の後に付属してその動作が中へ入り込むことを示す｡
坦逝去(飛び込んでいく)､塞塑-批貨来(品物を買い込んだ)など｡
(『岩波中国語辞典』簡体字版)
･``一入''
外から中に入る｡通人(流れ込む)など｡　　　　　　　(『中国語大辞典』)
姫野(1999)は､｢｢～こむ｣の複合動詞のうち約8割は､主体或いは対象がある領域の
中へ移動することを表している｡これを｢内部移動｣と呼ぶ｣と述べているが､以上に
挙げた辞書の記述からは中国語の動補式"一連/入''も｢内部移動｣の意味を表すこと
がわかる｡また､筆者が日中対訳コーパス(以下｢日中対訳｣と略する)のデータを分析
した結果､｢内部移動｣を表す日本語複合動詞｢～こむ｣のうち中国語の動補式"一連
/入''に訳される例が約85%を占めることがわかった｡(以上の辞書における中国語の
動補式``一連''と"一入"の解釈はほぼ同じであるため､本稿でば`逝''と``入''の区別を扱
わないこととする｡)
5,日本語の複合動詞｢～こむ｣と中国語の動橋式"～逝/人"の意味分類
5- 1.日本語の複合動詞｢～こむ｣の表す意味合い及び意味ごとの統語的特徴
I内部への移動を表す
①物理的な内部移動を表す--ex.運び込む､担ぎ込む､差し込む､押し込む､巻き
込む､飛び込む､住み込む､投げ込む､紛れ込む､踏み込む､誘い込む｡
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動態性の強い動詞が｢こむ｣と結合した場合､基本的な用法における動作の移動先
は具体的な場所である場合がほとんどである｡前項の動詞の影響を受けて､主体が具
体的な場所の中に入ることを表す｡
(1)いっその事角屋へ踏み込んで現場を取って抑えようと発議した｡(日中対訳コー
パス『坊ちゃん』)
(2)窓を開けると､冷え冷えとした秋の夜気が室内へ流れ込んで来た｡(日中対訳『あ
した来る人』)　　　　　　　　一
このタイプの複合動詞｢～こむ｣は数が多く､イメージスキーマ1は次の図1のよう
に示すことができる｡
図1物理的な内部移動を表す複合動詞｢～こむ｣のイメージ･スキーマ
I
･②抽象的内部移動を表す･･･-ex.巻き込む､押し込む､落ち込む､溶け込む､追い込
む､切り込む､食い込む､差し込む､振り込む､払い込む､滑り込む｡
派生的な用法としては､比喩によって物理的な内部移動の意味から派生した用法
で､普通は移動先として具体的な場所が示されないが､明示されることもある｡その
場合の動作の移動先は無形になっているため､メタファーの用法を経て意味①から
生じた拡張義と言える｡
(3)日露戦争はこの青年をもまきこんでいった｡(日中対訳『近代作家入間)
(4)だが､記憶はそこで､とだえてしまう｡あとは､ながい､息づまるような夢のなか
にまざれこむ｡(日中対訳『砂の女』)
このタイプの複合動詞｢～こむ｣は例文によって､物理的内部移動と抽象的内部移
動を表すことができる｡用例数が多く､上に述べた｢物理的内部移動｣の意味から拡張
して､｢抽象的内部移動｣の意味に変わる｡両者の経路は同じで､ある｢容器｣の中に入
るという意味を表すが､｢物理的内部移動｣の場合は､移動の主体と容器が具体的なも
のや場所を指し､｢抽象的内部移動｣の場合は､移動の主体と容器は抽象化され､具体
的なものや場所は無形になって､抽象的なものに変わる｡メタファーの用法を経て生
じたものと言える｡その時の複合動詞において前項動詞の表す主体の静態性は強い
と考えられる｡このタイプの複合動詞｢～こむ｣の表すイメージ･スキーマは次の図2
のように示すことができる｡
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図2抽象的な内部移動を表す複合動詞｢～こむ｣のイメージ･スキーマ
Ⅱ程度進行を表す--ex.考え込む､思い込む､決め込む､老け込む､信じ込む､話し
込む､せがみ込む､頼み込む､磨き込む､塞ぎこむ､当て込む｡
このタイプの複合動詞｢～こむ｣は､前項動詞が主に主体の状態､感覚､知覚､意識的
なもの､或いは状態性を表す場合が多い｡
(5)しかし父は跳びかかるかわりにぐったり妹を倒し､そのまま再び眠りこむ様子
だった｡(日中対訳『飼育』)
(6)でもね､その女の子の親はそう信じこんでいて､近所の人みんなにそのこと言い
ふらしてるのよ｡(日中対訳『ノルウェイの森山)
このタイプの複合動詞｢～こむ｣は上に挙げた例のように､前項動詞が主に主体の
I
感覚､知覚､意識､状態的なものであり､｢十分に｣､｢すっかり｣､｢しっかり｣､｢ぐっす
り｣などの程度の強さを表す副詞と共起させることができ､抽象的内部移動を表す意
味から転じていると考えられる｡これらのプロセスは次の通りである:主体がある
｢容器｣の中に入って､この｢容器｣の中から｢容器｣の中心部に移動して､移動した後の
状態や結果を保持し続け､結果として｢動作･作用の進行にしたがって程度が深くな
る｣という意味になる｡抽象的内部移動からメタファー(経路は抽象的内部移動と同
じである)を経て生じると考えられる｡これらの複合動詞｢一こむ｣の表すイメージ･
スキーマは次の図3のように示すことができる｡
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図3程度進行を表す複合動詞｢～こむ｣のイメージ｡スキーマ
Ⅲ前項動詞の動作が長く続くことを表す--ex.座り込む､黙り込む､走り込む､鍛
え込む､泳ぎ込む､歌い込む､使い込む｡
このタイプの複合動詞には､前項動詞の動態性の強いものと静態性の強いものの
両方が存在している｡
(7)ただ何をするともなく座りこんたりした｡(日中対訳『ノ)レウェイの森山)
(8)さらにレベルアツフを目指し､冬場は体を鍛え込んだ｡(『朝日新聞』 2002年3月
80　　　　　　日本語の複合動詞｢一こむ｣類と中国語の複合動詞``一週/入''類との対照研究
一認知意味論からのアプローチ-
30日朝刊)
このタイプの複合動詞はトレーニングに関する動詞が多く､長時間にわたってあ
る動作や行為を行って､累積して一定の結果を生じると考えられる｡ただし､(7)のよ
うな例では､前項動詞の静態性が強く､複合動詞全体がある状態の続くことを表すの
に対して､(8)のような例では､前項動詞は動作性が強く､ある動作や行為の続くこと
を表す｡これらの複合動詞の後項動詞｢こむ｣は副詞｢ずっと｣或いは動詞｢続ける｣に
言い換えられると考えられる｡動作性の強Vl例文において､時間の長さを表す時間副
詞や頻度の高さを表す成分と共起する場合が多いため､主体の意図性が強い｡これ
らの複合動詞｢～こむ｣の表すイメージ･スキーマは次の図4のように示すことができ
る｡
〔喜一一一一㊧ 〇　〇　〇　〇　〇　〇　〇　〇
図4前項動詞の動作が長く続くを表す複合動詞｢～こむ｣のイメージ,スキーマ
Ⅳ前項動詞の動作や行為の墨の多さ(過度)を強調する--ex.着込む､立て込む､使
い込む､買い込む｡
これらの複合動詞の後項｢こむ｣は主に主体や客体の動作は一定の量をオーバーす
るという意味を強調している｡
(9)彼女は風邪のせいで､浅ましく差込んでいました(現代日本語書き言葉均衡コー
パス『天才博士の奇妙な日常』 2001)
(10)災害に備えて食料品を買い込む｡(『三省堂スーパー大辞林』)
このタイプの複合動詞は､副詞｢たくさん｣と共起させることができる､複合動詞に
おける前項動詞の動態性が薄く､静態性が目立っていると言える｡特に後項の｢こむ｣
と結びつくによって､複合動詞全体の静態性がより強くなると考えられる｡イメー
ジ･スキーマは次の図5のように示すことができる｡
罵←一一㊧ 漢 O O O O S O S
図5前項動詞の動作の量の多さを表す複合動詞｢～こむ｣のイメージ｡スキーマ
上に述べたⅢ類とⅣ類の複合動詞｢～こむ｣は､Ⅱ類の｢程度進行｣の意味からメト
ニミ-(前項動詞の動作を長く続けることによって程度が深くなる或いは前項動詞
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の動作を多くすることによって結果として程度が深くなる)を経て生じたものであ
る｡このⅢ類とⅣ類の間にもまた､因果関係が存在し､メトニミ一によって｢前項動詞
の動作を長く続ける｣の意味から｢前項動詞の動作の量の多さ｣の意味を生じる(動
作･行為の量は動作･行為を長く続けるにしたがってだんだん多くなるという点で､
両者の間に因果関係が存在している)と考えられる｡
以上の複合動詞｢～こむ｣の4つの分類のうち､｢物理的移動｣と｢抽象的移動｣を表す
タイプの場合､前項動甜ま動作主或いは主体の動作や行為を表し､後項動詞｢こむ｣は
方向性を表し､前項動詞の補足的な働きをしている｡｢程度進行｣(意味Ⅱ)､｢前項動詞
の動作を長く続ける｣(意味Ⅲ)と｢前項動詞の動作の量の多さ｣(意味Ⅳ)のタイプに
おいて､後項動詞｢こむ｣の表す意味は程度の強さや量の多さ(意味Ⅳ)と関連性が強
く､前項動詞を修飾する役割をしていると言える｡
日本語の複合動詞｢～こむ｣の意味ネットワークは以下の図6のように示すことが
できる｡
I. ??謁ﾙ4??H昆:? メタファー
Ⅲ.前項動詞の動作 
を長く続ける 
メ ?
ト 
･÷ 
~､ヽ 
～ 
Ⅳ.前項動詞の 
動作の量の多さ 
メトニミ-
メトニミ-
図6　日本語の複合動詞｢～こむ｣の意味ネットワーク
複合動詞｢～こむ｣には､マイナスの意味で使われる例､プラスとマイナス両方の意
味で使われる例､中立的な意味で使われる例なども観察される2｡しかし､それらの意
味合いは複合動詞自体が持つものではなく､文脈により生じていると考えられる点
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を補足したい｡
5 - 2.中国語の動橋式"一週/入"の表す意味合い及び意味ごとの統語的特徴
これらの動補式も日本語の｢～こむ｣類の複合動詞と同じように､物理的移動を表
す用法と抽象的移動を表す用法に分けられる｡
内部移動を表す
①物理的内部移動を表す---ex.蕃逝､挿逝､拾遺､挿入､流入など｡
この用法の場合は移動先として具体的な場所やスペースが明示される例が多い｡
(13)一合人不行,園木会抽入也堕塑洪流｡ (日中対訳《括臥的故事》)
訳文:ひとりが失敗すると､丸太は人間を濁流の中に巻きこむ｡
(14)錐嘉経机玖身跳下高台,過五人群｡ (日中対訳《給椅上的歩》)
訳文:維嘉は演壇の下に身を踊らせ､聴衆の中に紛れ込む｡
②抽象的内部移動を表す--ex.巻逝､走逝､族逝､法人､陥人など｡　,
･前項動詞は､主体が目に見えない｢容器｣の中に入ること､後項の補語は動作の発生
後の主体の状態を表す｡｢容器｣が無形化した､抽象的な用法である｡
(15)不是促蒋也被瀞両前逆的革命的洪流登逝去了喝? (日中対訳《活動変人形〉)
訳文:他藩でさえほうはいと逆巻く革命の激流に巻き込まれていったではない
か｡
(16)他知道自己已祭壇入了深淵,已径没頂｡ (日中対訳《活劫変人形か)
訳文:底なしの淵に陥ちこんで頭まで没した彼であったが､やがてそのガ二股
の足で再び立ちあがったのは正に奇蹟であった｡
この用法は例(15)と例(16)のように､ある動作によってある結果或いは状態をも
たらす､という意味を主に表す｡これは基本義(物理的内部移動)からメタファーを経
て拡張された意義(抽象的内部移動)と言える｡この場合は動作の移動先は無形にな
り､｢物理的移動｣の意味を表す場合は前項動詞の動態性が強いのに対して､｢抽象的
移動｣の意味を表す場合には､前項動詞の静態性が顕著である｡
｢内部移動｣を表す中国語の動補式``一連/入''のイメージ･スキーマは内部移動を表
す複合動詞｢～こむ｣(図1と図2を参照のこと)と全く同じであるため､ここでは省略
する｡
中国語の動補式``一連/入''の意味ネットワークは以下の図7のように示すことがで
きる｡
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物理的内部
移動を表す
図7　中国語の"一連/入''の意味ネットワーク
6,まとめと今後の課題
以上､日本語の複合動詞｢一こむ｣と中国語の動補式"一連/入''のそれぞれの意味合
!こコ
いと意味ごとの統語的特徴を認知意味論の立場から分析した｡その結果､以下の3点
が明らかになった｡
①日本語の複合動詞｢一こむ｣類と中国語の動補式``一連/入"類のそれぞれの各意
味間の関連性と意味拡張のプロセスが明らかになった｡
②物理的内部移動と抽象的内部移動(意味I )を表す時､i"～こむ｣類と"一連/入''
は対応しているが､日本語の複合動詞｢～こむ｣の持っているほかの意疎(意味Ⅱ
ⅢⅣ)を中国語の動補式``一連/入''は持っていないため､両者は完全には対応し
ていないことが判明した｡
③意味拡張の方法において､日本語の複合動詞｢一こむ｣はメタファーとメトニ
ミ-を経て､意味の拡張を実現させているが､中国語の複合動詞``一連/入"は､
メタファーのみを通して意味を拡張させていることがわかった｡
日本語の複合動詞｢～こむ｣が中国語の動補式``一連/入''よりも広義であることの
原因については今後の課題として､方向性を表す複合動詞の日中対照を通して明ら
かにしていきたい｡
注
1本稿の図1から図6において､細い点線は抽象的な場所を表し､太い点線は必ずしも存在するわけではない
ことを表し､実線は必ず存在することを表す｡細線矢印は動作主が主体に力を加えることを､太線矢印は主
体の移動を表し､細い点線矢印は主体の状態変化を表し､太い点線矢印は時間の経過を表す｡また､自動詞
の場合､動作主と移動の主体がイコールの関係である場合が多い｡
2マイナスの意味で使われる例:｢泥棒が家に入り込む｣､｢他人の家に住み込む｣､｢肉片を丸ごと飲み込む｣､
｢学生がテスト中に禁じられた本を持ち込む｣､｢自宅へ人質を連れ込む｣｡プラスとマイナス両方の意味で
使われる例‥｢公金を使い込む｣と｢使い込んだ万年筆｣､｢売り込んだ商標｣と｢情報を売り込む｣(修飾成分と
して使われる場合はプラスの意味､述語成分として使われる場合はマイナスの意味を表すことが観察され
る)｡具体的な位置移動を表す場合は中立的な例が多い｡
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